



































ートが Thames Path 上には設置されている。それらの中にはキッシング・ゲート
やスタイルなどがあり、それらの種類もさまざまである。
さらに、住宅地に囲まれた細道には、小さなゲートが設置されているところが
ある。公道というよりも、地主たちが私有地の一部を Thames Path に提供してい
るような細道である。




























この橋は主に Thames Path を歩くウォーカー用に設置されている。材木が横木
として５本使用されている。上から２本目には、写真では読みづらいが、
「PLEASE CLOSE」 と黄色い文字で書かれている。「閉めてください」 という意味


















































































































４）ブライドル・パス （Bridle Path） のゲートの留め具
ブライドル・パスとは乗馬用の道のことである。OED によると、「乗馬用で自
動車用ではない小道」 となっており、Longman Dictionary of the English Lan-












そのブライドル・パスの一部が Thames Path になったのである。だから、ブラ































辞苑 （第五版）』 岩波書店） というものである。そのロックへの出入り口に、乗馬
用の取っ手が付いている扉のゲートがあった。写真３２はハンブルデン・ロック













Path を一緒に歩いたアラン （Alan） さんというイギリス人から聞いた。
























































































































































































































































前の角材の上に、黄色い Thames Path のマークと、その下に自転車と歩行者の両
方が通行できると言うマークがある。自転車と歩行者の表示の下に書いてある英
語は 「Pedestrian Priority」 とあり、「歩行者優先」である。
この写真７１の道は自動車も通れるようになっている。手前から２列目にある
横に長いゲートは開閉できる。これは Thames Path を整備するトラックなどが通
行できるようになっているのである。
テムズ川で開催されるオックスフォート大学とケンブリッジ大学のボートレー
スを見に行った時、テムズ川沿いの Thames Path を白バイ、と言っても、白では






その区間の Thames Path はパトカーでも通行できるだけの幅があった。

























掲示の英語は 「Notice No cycling past this point」（「警告　サイクリングでこの
場所は通過できない」） となっており、自転車に乗ったまま進入はできないのだ。
写真７５も同じくロックの出入り口にあるゲートである。ここの英語の掲示に






















































































テムズ川沿いの Thames Path を楽しみながら歩くために、住民と一緒にウォー
カーがあるということを、我々はもっと考え、見習うべき点が多くあるように思
われてならない。
結局、Thames Path 上のゲートやスタイルなどは、その土地に住んでいる人々
と、Thames Path を歩きたいという人々の考えが折り合った結果できた設備であ
り、テムズ川沿いの生活やその地区に適した設置物であることが分かるのである
以上
（この小論は、法政大学の 2007 年度在外研究により出来たものである）
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